
界律小頁

水沢　流

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
界
律
小
頁

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
７
４
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
水
沢
　
流

【
あ
ら
す
じ
】

　
願
い
は
虚
ろ
な
形
を
纏
い
、
形
は
や
が
て
意
思
を
持
つ
―
―
　
　

「
こ
こ
が
願
い
の
終
着
点
」
の
設
定
・
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
置
き
場
で
す
。
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人
物
紹
介
・
世
界
設
定
（
九
部
時
点
）

「
登
場
人
物
」

【
晴
子
】

　
主
人
公
。
黒
髪
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
し
た
男
勝
り
の
少
女
。

　
基
本
、
浮
き
沈
み
の
激
し
い
性
格
で
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
外
す
と
ド
級
の
近
眼
。

　
Ｊ
の
ヘ
ッ
ド
。
元
不
登
校
児
。

【
Ｊ
】

　
晴
子
の
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
。

　
黒
髪
赤
目
の
ワ
イ
ル
ド
。

　
性
格
・
ノ
リ
共
に
非
常
に
軽
く
、
時
々
（
晴
子
の
世
界
で
言
う
所
の
）
常
識

に
欠
け
る
。

【
ア
デ
リ
ア
】

　
ゲ
ル
ナ
ー
ム
に
落
ち
て
き
た
晴
子
を
拾
い
、
Ｊ
を
固
定
し
た
張
本
人
。

　
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
が
映
え
る
黒
の
バ
ト
ル
ス
ー
ツ
を
纏
い
、
生
身
で
ク
リ
ー
チ

ャ
ー
と
渡
り
合
う
「
魔
女
」
。

　
元
・
枢
機
卿
。

カ
ー
デ
ィ
ナ
ル

【
ラ
イ
サ
】

　
ア
デ
リ
ア
専
属
の
兵
器
。

　
本
来
は
量
産
型
だ
が
、
改
造
を
施
し
た
の
が
ア
デ
リ
ア
な
の
で
無
駄
に
高
性

能
。

【
ツ
ァ
ー
ラ
】

　
学
院
の
ミ
ー
デ
ィ
ア
ム
。
カ
ラ
ー
は
オ
リ
ー
ブ
。

　
黒
髪
灰
眼
の
強
気
な
少
女
。
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－
－
－
－
－

「
用
語
＆
世
界
設
定
」

【
ゲ
ル
ナ
ー
ム
】

　
関
わ
る
者
い
わ
く
「
正
し
く
歪
ん
だ
世
界
」
。
こ
の
小
説
の
舞
台
。

　
各
文
明
（
存
在
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
幻
想
世
界
も
含
む
）
の
特
徴
を
再
現
し

た
コ
ロ
ニ
ー
が
無
数
に
点
在
す
る
。

【
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
】

　
ナ
イ
ダ
ス
を
塞
げ
る
数
少
な
い
種
族
。

　
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
ヘ
ッ
ド
が
精
神
活
動
し
て
い
る
時
だ
け
存
在
可
能
。

【
ナ
イ
ダ
ス
】

　
時
々
発
生
す
る
時
空
の
歪
み
。
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
だ
け
が
塞
げ
る
。

　
こ
れ
が
発
生
す
る
と
コ
ロ
ニ
ー
の
「
理
」
が
歪
み
、
異
形
の
巣
窟
と
化
す
事

が
多
い
た
め
、
こ
れ
が
で
き
る
と
住
民
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

【
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
ヘ
ッ
ド
】

　
異
世
界
か
ら
時
折
、
ゲ
ル
ナ
ー
ム
に
落
ち
て
く
る
来
訪
者
。

　
ゲ
ル
ナ
ー
ム
の
ス
ラ
ン
グ
で
「
ヘ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ
る
事
も
あ
る
（
対
し
て

ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
が
「
テ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
事
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
主
に

侮
蔑
の
意
）
。

【
ミ
ー
デ
ィ
ア
ム
】

　
物
質
と
霊
素
の
バ
イ
パ
ス
を
構
築
で
き
る
技
術
者
。

　
戦
闘
訓
練
を
受
け
、
ナ
イ
ダ
ス
に
赴
く
兵
士
に
な
る
事
も
あ
る
。

　
能
力
に
応
じ
て
｜
カ
ラ
ー
（
階
級
）
が
存
在
し
、
青
が
最
下
級
・
赤
が
最
上

級
。

　
発
生
し
た
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
を
探
し
、
器
に
固
着
す
る
技
術
も
持
つ
。
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【
界
律
倉
庫
】

　
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
ヘ
ッ
ド
が
ゲ
ル
ナ
ー
ム
に
落
ち
る
瞬
間
に
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト

が
発
生
す
る
、
と
言
う
事
を
提
唱
し
た
初
代
ミ
ー
デ
ィ
ア
ム
が
開
い
た
仮
想
世

界
の
ア
ー
カ
イ
ブ
。

　
ナ
イ
ダ
ス
、
ミ
ー
デ
ィ
ア
ム
な
ど
の
立
場
名
を
つ
け
た
の
も
初
代
ミ
ー
デ
ィ

ア
ム
。

　
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
だ
け
は
、
自
分
が
ゲ
シ
ュ
ペ
ン
ス
ト
で
あ
る
と
言
う
事
を

認
識
し
て
生
ま
れ
て
来
る
の
で
、
特
に
改
め
て
名
は
振
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ウ
ィ
グ
リ
ド
の
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
か
ら
接
続
可
能
。

【
学
院
ウ
ィ
グ
リ
ド
】

　
ミ
ー
デ
ィ
ア
ム
の
養
成
施
設
。

　
西
洋
の
城
に
似
た
本
校
舎
を
中
心
に
、
以
下
の
四
つ
の
棟
を
持
つ
。

【
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
】

　
思
い
切
り
メ
タ
リ
ッ
ク
な
外
見
の
棟
。
通
称
獅
子
棟
。

　
主
に
銃
機
や
機
械
の
研
究
・
製
造
に
関
わ
る
場
所
。

【
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
】

　
い
く
つ
も
の
歯
車
が
噛
み
合
っ
た
棟
。
通
称
螺
旋
棟
。

　
俗
に
言
う
錬
金
術
に
関
係
す
る
場
所
。

【
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
】

 
　
ぱ
っ
と
見
た
感
じ
巨
大
な
樹
に
も
見
え
る
棟
。
通
称
竜
蛇
棟
。

 
　
幻
獣
や
生
物
に
関
わ
る
場
所
。

【
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
】

　
実
体
の
曖
昧
な
棟
。
霊
素
棟
。

　
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
能
力
が
無
い
者
は
、
通
信
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
接
続
す
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る
事
に
な
る
。
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人
物
紹
介
・
世
界
設
定
（
九
部
時
点
）
（
後
書
き
）

短
編
だ
と
追
加
出
来
な
い
事
に
よ
う
や
く
気
付
き
、
改
め
て
書
き
直
し
ま
し
た

…
（
汗
）

相
変
わ
ら
ず
機
能
に
右
往
左
往
し
て
お
り
ま
す
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
。
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形
成
（
前
書
き
）

一
話
完
結
。

ア
デ
リ
ア
と
Ｊ
の
初
対
面
。
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形
成

　
そ
こ
は
、
濃
密
に
蕩
け
た
混
濁
だ
っ
た
。

と
ろ

　
気
体
と
呼
ぶ
に
は
重
く
、
固
体
と
呼
ぶ
に
は
流
動
的
な
闇
。

　
息
を
す
れ
ば
喉
が
詰
ま
り
、
目
を
開
け
ば
瞳
を
溶
か
さ
れ
る
心
地
す
ら
覚
え

兼
ね
な
い
、
異
質
に
て
異
様
な
空
間
。

　
時
折
、
擦
れ
合
う
成
分
が
ギ
チ
ギ
チ
と
喚
く
―
―

　
そ
こ
に
、
ふ
と
、
二
つ
の
意
識
が
灯
っ
た
。

　
一
つ
は
有
形
、
一
つ
は
無
形
。

　
そ
の
無
形
に
、
有
形
が
糸
を
纏
わ
せ
る
が
如
く
干
渉
す
る
。

「
―
―
…
」

　
声
と
も
音
と
も
付
か
ぬ
干
渉
が
数
回
行
わ
れ
た
時
、
無
形
は
初
め
て
呼
吸
を

い
き

し
た
。

　
無
形
が
有
形
を
認
識
す
る
。

　
コ
ン
マ
数
秒
―
―

　
突
発
的
に
、
形
を
得
た
無
形
が
吼
え
た
。

な
り

　
開
い
た
手
の
中
に
戦
斧
を
招
き
、
漆
黒
の
空
間
を
蹴
り
駆
け
る
無
形
。

　
ギ
ィ
ッ
―
―
！

　
刹
那
、
不
快
音
の
コ
ー
ラ
ス
が
、
有
形
の
頭
上
目
掛
け
て
迸
っ
た
。

「
見
事
な
産
声
ね
」

　
有
形
が
声
を
発
す
る
。

　
緊
迫
を
込
め
た
そ
れ
は
、
ノ
イ
ズ
交
じ
り
の
女
の
声
。
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闇
を
軋
ま
せ
て
迫
る
斧
を
、
有
形
が
頭
上
に
掲
げ
た
剣
で
阻
む
。

　
ギ
ィ
ン
！

　
衝
突
点
か
ら
散
っ
た
光
の
飛
沫
が
、
有
形
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
照
ら
し
上
げ
た
。

『
―
―
飛
来
せ
よ
』

　
声
の
上
に
声
を
重
ね
る
、
有
形
の
、
一
声
福
音
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

『
傀
儡
の
狗
、
魂
の
狩
猟
者
。
我
が
真
名
に
て
疾
く
吠
え
よ
！
』

い
ぬ

マ
ナ

　
直
後
、
無
明
に
マ
ズ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
炸
裂
し
た
。

　
閃
光
爆
音
、
十
字
砲
火
で
無
形
へ
と
浴
び
せ
ら
れ
た
の
は
弾
丸
の
洗
礼
。

　
獲
物
に
群
が
る
獣
が
如
く
、
弾
幕
が
無
形
を
覆
い
尽
く
す
。

　
―
―
有
形
の
目
前
で
。

　
無
形
の
腕
が
、
指
が
、
そ
し
て
顔
が
砕
け
散
っ
て
水
音
を
撒
い
た
。

　
か
く
し
て
千
切
れ
た
肉
片
と
血
が
、
高
低
の
位
置
疎
ら
に
流
れ
、
滞
る
。

　
半
ば
ま
で
消
し
飛
ば
さ
れ
た
顔
を
中
心
に
、
四
方
八
方
に
朱
の
糸
を
伸
ば
し

て
沈
黙
す
る
無
形
。

　
そ
こ
に
、
有
形
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
舞
い
降
り
た
。

　
無
形
は
死
ん
で
は
い
な
い
。

　
そ
の
証
拠
に
、
赤
い
瞳
が
有
形
を
見
て
い
る
。

　
頭
蓋
ま
で
砕
か
れ
て
い
て
も
、
無
形
に
は
未
だ
意
識
が
あ
っ
た
。

「
…
お
目
覚
め
？
」

　
惨
憺
た
る
姿
の
無
形
へ
と
、
有
形
が
問
う
声
が
闇
に
滲
む
。
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「
…
…
あ
あ
」

　
な
か
な
か
刺
激
的
な
モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ル
だ
っ
た
、
と
。

　
け
ぶ
る
血
煙
の
中
、
無
形
の
崩
れ
た
顔
が
不
敵
に
笑
っ
た
。
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第
一
話
・
三
人
称
（
前
書
き
）

元
々
、
こ
ん
な
感
じ
で
第
一
話
を
書
い
て
い
ま
し
た
、
っ
て
事
で
（
・
∀
・
）

一
人
称
と
三
人
称
の
両
方
書
い
て
み
て
、
何
と
な
く
晴
子
の
性
格
的
に
一
人
称

の
方
が
テ
ン
ポ
良
か
っ
た
の
で
、
本
編
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｎ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
．
ｓ

ｙ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
ｎ
６
８
０
４
ｙ
／
１
／
）
が
一
人
称
で
進
行
し
て

お
り
ま
す
。
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第
一
話
・
三
人
称

　
銀
月
の
浮
く
夜
の
下
、
荒
涼
と
し
た
風
が
吹
き
抜
け
る
―
―

　
地
か
ら
聳
え
る
ビ
ル
内
に
人
の
気
配
は
無
く
、
在
る
の
は
異
形
の
姿
を
し
た

者
ば
か
り
だ
っ
た
。
車
は
動
か
ず
、
信
号
は
狂
い
、
地
を
満
た
し
た
鮮
血
の
色

が
排
水
溝
へ
と
流
れ
込
ん
で
行
く
。
所
々
で
上
が
っ
た
煙
が
有
機
物
と
無
機
物

を
焼
き
焦
が
し
た
匂
い
を
絡
め
、
空
気
を
緩
慢
に
濁
し
て
行
く
。

　
有
象
無
象
の
死
が
溢
れ
る
都
市
の
廃
墟
。

　
そ
こ
に
、
爆
発
音
が
一
つ
炸
裂
し
た
。

「
イ
ヤ
ッ
ハ
ァ
！
」

　
窓
を
砕
き
、
コ
ン
ク
リ
を
割
り
、
爆
風
と
共
に
夜
空
へ
と
跳
躍
を
成
し
た
の

は
男
。

　
年
の
頃
か
ら
す
る
と
二
十
歳
と
少
し
か
。
野
生
的
な
赤
の
瞳
を
持
つ
黒
短
髪

の
長
躯
で
、
引
き
締
ま
っ
た
体
躯
は
獣
を
思
わ
せ
る
。
黒
の
ラ
イ
ダ
ー
ス
ー
ツ

の
所
々
を
金
属
で
飾
っ
た
姿
は
、
所
謂
ゴ
シ
ッ
ク
メ
タ
ル
の
服
装
に
近
く
、
肌

蹴
た
胸
元
か
ら
覗
く
胸
板
も
ま
た
、
野
生
的
な
隆
起
を
晒
し
て
い
る
。

　
そ
の
男
が
手
に
掴
ん
で
い
た
の
は
、
一
匹
の
異
形
だ
っ
た
。

　
高
々
と
振
り
上
げ
た
そ
れ
を
地
面
に
叩
き
付
け
、
衝
撃
で
舞
い
散
っ
た
砂
塵

の
中
へ
と
、
一
拍
遅
れ
て
そ
の
男
が
着
地
す
る
。
靴
底
に
叩
か
れ
た
瓦
礫
が
軋

み
、
耳
障
り
な
音
を
立
て
る
。

　
男
の
着
地
点
の
直
ぐ
近
く
に
居
た
の
は
一
人
の
少
女
。

　
黒
目
に
黒
髪
、
小
柄
な
体
。
容
貌
と
し
て
は
可
も
無
く
不
可
も
無
く
と
言
っ

た
中
肉
中
背
で
、
髪
は
短
く
切
り
詰
め
て
い
る
。
肌
の
色
は
東
洋
系
に
あ
り
ふ

れ
た
も
の
で
、
服
装
は
上
が
シ
ャ
ツ
の
上
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
下
が
ジ
ー
ン
ズ
に

ス
ニ
ー
カ
ー
と
言
う
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
ス
タ
イ
ル
。
目
の
前
に
落
ち
た
異
形
の

死
体
を
見
て
も
悲
鳴
一
つ
上
げ
な
い
辺
り
は
度
胸
が
据
わ
っ
て
い
る
と
も
言
え

る
が
、
単
に
そ
う
し
た
物
に
共
感
す
る
と
言
う
部
分
が
、
す
と
ん
と
欠
け
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
で
も
あ
っ
た
。
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「
た
だ
い
ま
、
セ
ー
コ
」

　
少
女
に
向
け
て
、
男
が
声
を
発
す
る
。

　
セ
ー
コ
と
呼
ば
れ
た
少
女
が
、
そ
れ
に
応
じ
て
笑
み
を
向
け
た
。

　
そ
の
唇
が
ゆ
っ
く
り
と
開
き
、
帰
還
を
迎
え
る
台
詞
を
象
る
―
―

「
死
ね
ば
い
い
の
に
」

◇
◆
◇
◆
◇
◆

　
セ
ー
コ
と
呼
ば
れ
た
少
女
は
、
正
し
く
書
く
と
晴
子
と
な
る
。

　
出
身
は
異
世
界
。
最
も
、
こ
こ
、
ゲ
ル
ナ
ー
ム
に
と
っ
て
の
異
世
界
と
言
う

だ
け
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
日
本
の
片
隅
で
あ
る
。
そ
し
て
立
場
上
は
学
生
だ

っ
た
。

　
彼
女
が
此
処
に
来
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
男
が
Ｊ
。
人
に
よ
り
ジ
ャ
ッ

ク
や
ジ
ョ
ー
カ
ー
な
ど
呼
び
名
が
変
わ
る
為
に
Ｊ
で
通
じ
る
。
見
た
目
は
良
い

部
類
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
晴
子
自
身
、
こ
れ
が
元
世
界
に
居
た
ら
女
子

に
追
い
か
け
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
だ
と
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
晴
子
自
身
は
彼
を
追
い
か
け
る
気
が
無
い
。
寧
ろ
、
毛
嫌
い
し
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

　
彼
女
は
男
が
嫌
い
な
の
だ
。
生
理
的
に
鳥
肌
が
立
つ
程
で
は
な
い
が
、
男
と

言
う
生
物
全
般
に
対
し
て
良
い
感
情
を
抱
い
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

Ｊ
が
気
楽
に
絡
ん
で
来
る
も
の
だ
か
ら
、
好
意
な
ど
そ
こ
に
生
ま
れ
る
筈
も
な

く
、
結
果
と
し
て
険
悪
な
ム
ー
ド
が
膨
れ
上
が
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
は
愛
想
良
く
し
よ
う
ぜ
ー
、
レ
デ
ィ
」

　
フ
ラ
ン
ク
な
声
を
投
げ
る
Ｊ
に
対
し
、
晴
子
が
返
し
た
の
は
睨
み
の
視
線
。

「
ビ
ル
ま
る
ご
と
吹
っ
飛
ば
し
と
い
て
良
く
言
う
わ
。
謝
れ
。
と
に
か
く
謝
れ
」

「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
」

「
わ
か
れ
ば
よ
し
」

「
悪
か
っ
た
」

　
軽
や
か
に
片
手
を
上
げ
て
詫
び
る
Ｊ
。
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そ
の
先
は
晴
子
で
は
な
く
、
先
程
Ｊ
自
身
が
破
壊
し
た
地
点
だ
っ
た
。

「
お
い
コ
ラ
待
て
や
」

　
爆
心
地
に
謝
れ
と
は
言
っ
て
い
な
い
と
、
眉
を
潜
め
る
晴
子
の
声
が
棘
を
帯

び
る
。
が
、
直
ぐ
に
、
そ
の
棘
は
呆
れ
の
息
に
成
り
代
わ
っ
た
。

　
飄
々
と
し
た
性
格
の
Ｊ
に
、
不
平
を
叩
き
付
け
て
も
効
果
な
ど
な
い
。
そ
れ

は
晴
子
も
充
分
に
理
解
し
て
い
る
。

「
…
…
も
う
い
い
、
怒
る
気
無
く
し
た
」

　
溜
息
を
つ
い
た
晴
子
が
上
を
見
る
。
霞
ん
だ
空
の
所
為
か
、
は
た
ま
た
他
の

要
因
か
、
少
し
そ
の
目
元
に
涙
が
滲
む
。
そ
れ
を
煙
の
せ
い
だ
と
思
う
事
に
し

て
、
晴
子
は
肩
を
落
と
し
た
。

「
何
で
ア
ン
タ
な
ん
か
と
、
な
あ
…
」

　
不
本
意
丸
出
し
の
声
だ
っ
た
。
女
ら
し
く
あ
れ
と
言
わ
れ
る
事
へ
の
反
発
心

が
大
き
か
っ
た
晴
子
に
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
男
で
あ
る
事
を
前
面
に
出
し
て
い

る
異
性
は
、
羨
望
嫉
妬
を
含
め
た
嫌
悪
の
対
象
。

　
そ
れ
が
、
よ
り
に
も
よ
っ
て
自
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

現
状
の
不
満
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

「
つ
れ
ね
ェ
な
ァ
。
あ
ん
ま
り
怒
っ
て
る
と
可
愛
さ
に
欠
け
ン
ぜ
？
」

「
そ
り
ゃ
あ
悪
か
っ
た
っ
！
」

　
涼
し
げ
な
顔
で
言
う
Ｊ
へ
と
、
晴
子
が
反
射
的
に
瓦
礫
を
投
げ
る
。
そ
れ
を

片
手
で
受
け
止
め
る
Ｊ
。
続
け
ざ
ま
に
明
ら
か
な
余
裕
を
示
す
Ｊ
の
態
度
に
、

晴
子
の
機
嫌
の
悪
さ
が
加
速
す
る
。

　
鼻
を
鳴
ら
し
た
晴
子
が
背
を
向
け
て
歩
き
出
せ
ば
、
Ｊ
が
そ
の
後
を
大
股
に

追
う
。

　
容
易
に
は
死
な
な
い
Ｊ
の
存
在
を
背
の
側
に
感
じ
て
、
晴
子
が
再
び
悪
態
を

吐
き
出
し
た
。

「
ほ
ん
っ
と
、
死
ね
ば
い
い
の
に
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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